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速報 令和７年第１回臨時会（令和７年１月７日）

村長に対する問責決議
全会一致で可決！！

昨年末の副村長の突然の辞職を受けて、議会として原因の聞き取りを行い今回の結果に至りました。

※問責決議とは…
国や地方自治体の議会において、首長など特定の地位にある者について、その責任を問う旨を意思表示した決議を
言います。問責決議には法的拘束力はなく、一定の問題について、議会としての意思表示・意思表明を行うものです。

飯舘村長に対する問責決議
　この度の副村長の辞職は、これまで村政執行において歩みを止めることなく邁進してきた本村
にとって、村民はもとより、議会、職員、関係各般等に大きな混乱を招いている。議会としても
復興創生の真っただ中の本村において、副村長の任期途中での辞職は誠に遺憾であります。
　さらには、１年近くも教育長を欠いた教育行政の執行体制を据え置きにしていること、また道
の駅の駅長の任命の遅れは看過できず、村民への説明も十分であったとは言えない状況を踏まえ、
本議会は、副村長が辞職に至った経緯について慎重に検討した結果、以下の理由に基づき、全議
員の総意をもって村長に対して厳重に問責の意を表明するものである。

１、意思疎通の不足
　　　副村長の辞職理由として、村長と副村長の間で意思疎通が十分に図られてい
なかったことが指摘されている。このことは村政の円滑な運営に不可欠である
協力体制が欠如していたことを示しており、村長のリーダーシップに重大な問
題があると言わざるを得ない。

２、村政への影響
　　　副村長は村政運営の中心的役割を担う重要な職であり、その辞職は村政全体
に不安と混乱を招き、村民の信頼を損なう結果を引き起こした。

　　これは、村長の管理能力および責任感の不足を露呈している。

３、説明責任の欠如
　　　副村長の辞職に至るまでの経緯について、村長は議会に対して確実性に欠け
る不確定な説明を行い、議会および村民に混乱を生じさせた。

　　これは、公職者としての説明責任に欠ける行為である。

よって本議会は村長に対し、以下２点を強く求める。

１、村政運営における意思疎通の不足を反省し、全ての職員と合意できる職場環境
づくりと再発防止に向けた改善を求める。

２、村政の混乱を早期に収束させ、議会、住民の信頼を回復するための具体的な行
動を取ることを求める。

　本議会は、村長の責任を厳しく追及するとともに、今後の村政運営において同様の問題が
繰り返されることのないよう強く求めるものである。

以上、決議する。 
令和7年1月7日

飯舘村議会
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～ 村民アンケートから始まる議会の“次なる一歩”～

皆さんの声をかたちに！

いいたて議会だより　令和７年２月　第105号3

村民アンケート結果報告

　このたびは、飯舘村議会が実施した「村民アンケート」にご協力いただき、誠にありがとう
ございました。短い実施期間にもかかわらず、155名の皆さまから貴重なご意見等をいただ
くことができました。心より感謝申し上げます。
　アンケート結果から得られた課題・ご意見・ご要望等は、今後の議会活動（一般質問、各委
員会等）を通して、村の施策にしっかりと反映できるよう取り組んでまいります。
　私たち村議会議員は、村民の皆さんの声を大切にし、安心して暮らせる未来を一緒に築い
ていきたいと考えています。ご意見やご要望等を、ぜひお聞かせください。議員に直接伝え
にくい場合は、議会事務局（0244－42－1628）までご連絡ください。
　皆さんから寄せられたご意見は、議員全員で共有し、村づくりに活かしてまいります。

アンケート結果の概要

年代は？

10代：0人
20代：1人（0.7%）未記入：4人（2.6%）

30代：3人（1.9%）
40代：4人（2.6%）
50代：13人（8.4%）

　60代：
46人
（29.7%）

70代：63人
（40.6%）

80代以上：
　21人
（13.5%）

性別は？
　男性：　

70人
（45.2%）

　女性：　
79人

（51.0%）

未記入：2人（1.2%）
その他
（回答しない等）：4人（2.6%）

現在暮らして
いる場所は？

村内：　
63人

（40.6%）

村外：　
78人

（50.3%）

未記入：1人（0.7%）両方：13人（8.4%）

問1

問3問2
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村民アンケート結果報告

一緒に暮らして
いる方の人数は？

一人暮らし：
23人

（14.8%）

二人暮らし：
94人（60.6%）

三人以上：
37人

（23.9%）

未記入：1人（0.7%）

飯舘村内に
お住まいは
ありますか？

ある：
112人（72.2%）

ない：　
42人

（27.1%）

未記入：1人（0.7%）

東京電力
ホールディングスへの
損害賠償手続は
終わっていますか？

請求は、
全て終わって
いる：
85人（54.8%）

まだ、請求が
終わっていない：
　 27人（17.4%）

すべて請求したのか、
分からない：
　 31人（20.0%）

未記入：5人（3.2%）その他：7人（4.5%）

請求は、
全て終わって
いる：
85人（54.8%）

まだ、請求が
終わっていない：
　 27人（17.4%）

すべて請求したのか、
分からない：
　 31人（20.0%） 年４回発行している

議会だよりを
読んでいますか？

毎回読んでいる：
70人（45.2%）

関心のある時だけ
読んでいる：
43人（27.7%）

未記入：
32人（20.6%）

読んでいない：
10人（6.5%）

毎回読んでいる：
70人（45.2%）

関心のある時だけ
読んでいる：
43人（27.7%）

読んでいない：
10人（6.5%）

議会のインターネット
中継（録画含む） を見た
ことがありますか。

見たことがある：
31人（20.0%）

見たことがない：
108人（69.7%）

未記入：16人（10.3%）

議会の議事録を
読んだことが
ありますか

読んだことがある：
50人（32.3%）

読んだことがない：
83人（53.5%）

未記入：　　
22人（14.2%）

読んだことがある：
50人（32.3%）

問4

問6

問13

問5

問11

問14
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村民アンケート結果報告

今、悩んでいること、困っていることはありますか？

飯舘村議会及び議員に期待すること、要望することは

議会だよりの率直な感想をお聞かせください

将来、不安に思っていることはありますか？

日頃、感じていることを自由にお書きください

〇人口減少・高齢化・後継者不足
〇帰村者と未帰村者の温度差・コミュ
ニティの希薄化
〇医療・介護・福祉体制への不安
〇農地・山林の管理と野生動物被害
〇インフラ整備や行政、議会運営への
不満・リーダーシップの不足　など

　こうした声から、飯舘村の将来を支
えていくための医療・介護の充実や、
暮らしやすいインフラ整備などが急務
であることがわかります。

〇議員の村居住・活動スタイルへの要望
〇村民との対話の場・情報共有の充実
〇多様な人材育成・議会改革
〇議会のリーダーシップと具体的な政策提案
〇福祉・医療・生活支援のさらなる充実
〇議会活動の「見える化」や透明性向上
〇SNS等を活用した情報発信

　村民の声を直接聞く機会や、政策のプロ
セスをわかりやすく示す取り組みが求めら
れていることがうかがえます。議会や議員
に対する厳しいご意見も寄せられました。

〇「形式・内容がいつも同じ」「単なる
報告にとどまっている」
〇文章のわかりやすさ・読みやすさへの要望
〇議員ごとの意見や個性が見えづらい
〇議論の経過や結果の説明不足
〇丁寧に作られている、紙ベースの重要性
〇さらなる工夫・改善を求める声　など

　もっとわかりやすくとの声が多かっ
たです。また、報告の充実や紙面の工
夫に加え、「議会の意志が見える」情報
発信への期待がありました。

〇医療・介護・健康不安
〇高齢化・人口減少・後継者問題
〇生活環境やインフラ整備への不安
〇財政負担・税金・補償制度の変化
〇原発事故の影響や放射能の長期的リスク
〇村の存続・将来像そのものへの懸念など

　多くの方が、高齢化に伴う村の活力
低下や医療・介護サービスへの不安を
抱えていることがわかりました。また、
原発事故の影響や補償制度の行方を気
にされている方も少なくありません。

〇医療・介護体制を充実して欲しい
〇村の人口減・新規移住・二重生活
〇インフラ・生活環境が不安
〇行政運営・経費節減・リーダー不在
〇環境・農地・景観
〇村の行事・観光・地域活性化
〇行政手続きや福祉制度の簡素化・継続　など

　飯舘村や避難先での不安、飯舘村の将来
についてなど、さまざまな声がありました。
　また、いいたてクリニックの診療日を増
やして欲しいとの声も複数ありました。

－自由記載欄のご意見・ご要望等（要約）－

届いたアンケートは議員がパソコンに転記し、
ご意見等が検索しやすいようにまとめました。
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議案審議

　１２月（第７回）定例会では,予算案件
５件、条例案件５件、その他案件５件、
次のような議論が交わされました。その
議論の一部を紹介します。

質
問

２
５
８
万
４
千
円

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
費
と

あ
る
が
何
人
分
の
予
算
に

な
る
の
か
。

答
弁

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ

ン
償
還
払
90
人
分
と
し
て

１
３
１
万
２
千
円
、
県
外

で
の
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接

種
91
万
８
千
円
、
ま
た
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン

接
種
10
万
４
千
円
と
子
宮

頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
25
万
円

分
を
補
正
で
あ
げ
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

質
問

こ
の
地
質
調
査
の

議

案

審

議

質
問

面
積
が
１
６
８
平

米
の
増
で
４・５
％
面
積
が

増
え
た
の
に
対
し
22
％
請

負
額
が
増
額
に
な
っ
て
い

が
、
面
積
費
に
対
し
て
増

額
率
が
多
い
理
由
は
何
か
。

答
弁

田
尻
た
め
池
に
お

い
て
は
、「
田
尻
浄
水
場
」

の
水
源
で
あ
り
落
水
で
の

直
接
掘
削
が
で
き
な
い
た

め
、
ポ
ン
プ
浚
渫
と
い
う

方
法
で
放
射
性
物
質
対
策

工
事
を
行
い
ま
し
た
。

【
議
案
審
議
】補
正
予
算

予
防
接
種
助
成
費

目
的
は
何
か
。

答
弁

村
で
は
企
業
誘
致

に
努
め
て
お
り
、
今
後
企

業
誘
致
が
決
定
し
た
場
合

に
速
や
か
に
事
業
開
始
が

出
来
る
よ
う
に
、
ボ
ー
リ

ン
グ
調
査
ま
た
サ
ウ
ン
デ

ィ
ン
グ
に
よ
る
地
質
の
調

査
を
行
う
も
の
で
す
。

質
問

商
業
施
設
の
造
成

工
事
で
明
渠
か
ら
暗
渠
に

変
わ
る
工
事
費
が
計
上
さ

れ
て
い
る
が
、
暗
渠
に
す

る
こ
と
の
理
由
は
。

答
弁

現
在
は
明
渠
に
な

っ
て
お
り
ま
す
が
、
深
さ

が
２
ｍ
以
上
に
な
る
場
所

も
あ
り
、
清
掃
作
業
等
の

際
に
下
ま
で
届
か
な
い
な

ど
の
不
便
さ
も
あ
る
こ
と

か
ら
、
暗
渠
を
入
れ
90
㎝

の
マ
ン
ホ
ー
ル
を
措
置
し

清
掃
等
の
手
入
れ
を
き
ち

ん
と
出
来
る
よ
う
に
変
更

す
る
も
の
で
す
。

こ
ち
ら
の
方
法
で
は
水

深
の
違
い
で
単
価
が
異
な

り
適
正
に
積
算
し
た
と
こ

ろ
、
こ
の
よ
う
な
結
果
に

な
り
ま
し
た
。

質
問

教
育
長
が
不
在
の

た
め
の
措
置
と
思
う
が
、

予
算
の
範
囲
を
確
認
す
る
。

答
弁

教
育
委
員
の
職
務

代
理
者
の
加
算
で
す
が
、

「
予
算
の
範
囲
内
で
村
長
の

定
め
る
額
」と
い
う
の
は
、

年
額
を
超
え
な
い
範
囲
で

定
め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
お
り
、
決
ま
り
ま
し
た

ら
適
切
に
予
算
措
置
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

○
提
出
先

復
興
大
臣
・
文
部
科
学

【
議
案
審
議
】補
正
予
算

村
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
地
質

調
査
業
務

【
議
案
審
議
】補
正
予
算

商
業
施
設
土
地
造
成
工
事

【
議
案
審
議
】請
負
契
約

変
更

た
め
池
放
射
性
物
質
対
策

及
び
補
修
工
事
（
田
尻
た

め
池
）

【
議
案
審
議
】条
例
改
正

特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤

の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に

関
す
る
条
例

【
国
に
意
見
書
を
提
出
】

被
災
児
童
生
徒
の
十
分

な
就
学
支
援
を
求
め
る

意
見
書

大
臣
・
総
務
大
臣
・
財

務
大
臣

○
提
出
者

飯
舘
村
議
会
議
長

　
　
　
　
　

高
橋

孝
雄

○
提
出
日

令
和
６
年
12
月
13
日

○
内
容

今
日
に
お
い
て
も
福
島

県
で
は
、
子
ど
も
た
ち
が

県
内
外
で
避
難
生
活
を
送

っ
て
お
り
、
経
済
的
な
支

援
を
必
要
と
す
る
子
ど
も

た
ち
は
多
く
、
就
学
の
た

め
に
は
長
期
的
な
支
援
が

な
く
て
は
な
ら
な
い
。
令

和
７
年
度
に
お
い
て
も
全

額
国
庫
で
支
援
す
る
「
被

災
児
童
生
徒
就
学
支
援
事

業
」
の
継
続
と
十
分
な
就

学
支
援
に
必
要
な
予
算
確

保
を
要
望
し
ま
す
。

▲田尻ため池
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審議結果

審 議 結 果

○議案第８２号　令和６年度飯舘村一般会計補正予算（第７号）
既定の予算総額に歳入歳出それぞれ５億８，４５３万１千円を増額し、
歳入歳出の総額をそれぞれ１４３億１，５１９万円とする

○議案第８３号　令和６年度飯舘村国民健康保険特別会計補正予算（第２号）
既定の予算総額に歳入歳出それぞれ２５８万３，０００円を増額し、
歳入歳出の総額をそれぞれ１０億２，４９３万２千円とする

○議案第８４号　令和６年度飯館村介護保険特別会計補正予算（第３号）
既定の予算総額に歳入歳出それぞれ１，７８３万３千円を増額し、
歳入歳出の総額を歳入歳出それぞれ１１億１，３０４万６千円とする

○議案第８５号　令和６年度飯舘村簡易水道事業会計補正予算（第２号）
○議案第８６号　令和６年度飯館村農業集落排水事業会計補正予算（第２号）
○議案第８７号　飯舘村道路、水路等の法定外公共物の管理に関する条例について
○議案第８８号　飯舘村水道条例の一部を改正する条例について
○議案第８９号　農業水利施設等保全再生事業営農再開支援水利施設等保全事業（飯館西部その1）
　　　　　　　　ため池放射性物質対策及び補修工事（百目木ため池）請負契約の変更について

契約相手方　　関場建設株式会社　
変更前金額　　７４, ８００、０００円
変更後金額　　８６, ０９２、６００円

○議案第９０号　農業水利施設等保全再生事業営農再開支援水利施設等保全事業（飯館西部その１）
　　　　　　　　ため池放射性物質対策及び補修工事（田尻ため池）請負契約の変更について

契約相手方　　庄司建設工業株式会社　
変更前金額　　１１３, ８５０、０００円
変更後金額　　１３９, １７２、０００円

○議案第９１号　村長等の給与及び旅費に関する条例等の一部を改正する条例について
○議案第９２号　特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部を
　　　　　　　　改正する条例について
○議案第９３号　飯舘村職員の特殊勤務手当に関する条例の一部を改正する条例について
○議案第９４号　商業施設売場・倉庫用冷蔵冷凍機器取得の物品購入契約変更について

契約相手方　　パナソニック産業システムズ株式会社　東北支店　
変更前金額　　５４, ８９０、０００円
変更後金額　　５４, ７８０、０００円

○諮問第２号　　人権擁護委員候補者の推薦について
氏名　山田　郁子（伊丹沢）

○承認第１号　　専決処分の承認について
令和６年度飯舘村一般会計補正予算（第６号）令和６年１０月９日専決

　令和６年第７回（１２月）定例会では予算案件５件、条例案件５件、その他案件５
件が提案され、審議の結果は下記の通り議決されました。
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村政
ききたい！！

村政村政村政ズバリ

　１２月定例議会の一般質問には８議員が登壇し、村行政の考えや対応策
について問いました。質問順に質疑応答を要約し掲載しています。
　ページの都合上、全ての議論を載せることはできません。ホームページには、本議会
の会議録を掲載しているほか、各議員のページのＱＲコードを読み取ると、一般質問の
配信動画を見ることができます。併せてぜひご覧ください。
※ご利用の際、インターネット等の通信料は個人負担となります。
※配信動画の視聴にあたり、ご不明な点は議会事務局へお問い合わせください。

佐
藤
健
太
議
員

佐
藤
眞
弘
議
員

渡
邊

計
議
員

佐
藤
八
郎
議
員

花
井

茂
議
員

横
山
秀
人
議
員

１

教
育
長
の
任
命
に
つ
い
て

２

県
道
12
号
線
バ
イ
パ
ス
に
つ
い
て

３

道
の
駅
に
つ
い
て

４

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

１

Ａ
Ｉ（
人
工
知
能
）の
今
後
の
導
入
と
活

用
に
つ
い
て

２

国
・
県
・
他
自
治
体
か
ら
派
遣
さ
れ
て

い
る
職
員
に
つ
い
て

３

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
運
営
状
況
に

つ
い
て

１

教
育
長
に
つ
い
て

２

東
京
電
力
会
社
損
害
賠
償
に
つ
い
て

３

来
年
度
予
算
に
つ
い
て

４

国
庫
補
助
金
に
つ
い
て

５

帰
還
困
難
区
域
町
村
協
議
会
に
つ
い
て

１

村
の
自
然
界
の
安
全
に
つ
い
て

２

復
興
・
生
活
整
備
に
つ
い
て

３

暮
ら
し
支
援
に
つ
い
て

４

移
住
・
定
住
推
進
に
つ
い
て

５

国
・
県
補
助
・
交
付
金
に
つ
い
て

１

村
長
２
期
目
の
村
政
運
営
に
つ
い
て

２

庁
内
行
政
組
織
改
編
と
職
員
配
置
に
つ
い
て

１

い
い
た
て
ク
リ
ニ
ッ
ク
診
療
体
制
の
拡

充
に
つ
い
て

２

土
地
や
建
物
、
お
墓
等
を
管
理
す
る
組

織
体
制
の
整
備
と
国
事
業
に
よ
る
建
物
取

壊
の
再
開
に
つ
い
て

３

家
庭
ご
み
の
収
集
日
数
・
場
所
に
つ
い
て

４

村
民
及
び
村
内
企
業
の
所
得
向
上
に
つ

な
が
る「
ふ
る
さ
と
納
税
」の
積
極
的
な
取

り
組
み
に
つ
い
て

５

飯
舘
村
役
場
職
員
の
人
員
不
足
対
策
に

つ
い
て

６

第
７
次
総
合
振
興
計
画
策
定
に
際
し
て

の
村
民
参
画
に
つ
い
て

Ｐ
13

Ｐ
14

Ｐ
９

Ｐ
10

Ｐ
11

Ｐ
12

村政村政村政
ここが

一般質問 Ｑ＆Ａ

一般質問

飯
畑
秀
夫
議
員

佐
藤
一
郎
議
員

１

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て

２

福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

３

防
犯
対
策
に
つ
い
て

１

農
業
基
盤
整
備
事
業
に
つ
い
て

２

水
田
農
業
直
接
支
払
交
付
金
に
つ
い
て

３

農
地
中
間
管
理
事
業
の
農
地
集
積
に
つ

い
て

４

な
り
わ
い
農
業
者
の
現
状
の
経
営
・
支

援
に
つ
い
て

Ｐ
15

Ｐ
16
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●質
東
京
電
力
か
ら
今
年
入
っ
た

賠
償
金
は

答
16
億
１
８
１
８
万
５
６
４
７
円
で
す

質
問

賠
償
金
の
内
訳
と

使
途
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁

公
有
林
と
土
地
、

建
物
の
財
物
賠
償
と
し
て

約
15
億
８
５
１
７
万
９
千

円
、

簡
易
水
道
事
業
及
び
農
業

集
落
排
水
事
業
の
逸
失
利

益
分
と
し
て

約
２
４
４
６
万
７
千
円
、

23
年
度
に
導
入
し
た
個

人
線
量
計
及
び
サ
ー
ベ
イ

メ
ー
タ
ー
の
購
入
費
と
し
て

約
８
５
３
万
８
千
円
。

使
途
と
し
ま
し
て
財
物

賠
償
は
、
今
後
の
公
共
施

設
の
大
規
模
な
修
繕
や
更

新
な
ど
に
対
応
す
る
た
め

公
共
施
設
等
整
備
基
金
に

積
み
立
て
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
簡
易
水
道
事
業
及

び
農
業
集
落
排
水
の
逸
失

利
益
分
に
つ
き
ま
し
て
は

そ
の
事
業
会
計
へ
の
繰
り

出
し
金
と
し
て
お
り
、
賠

償
の
内
容
に
適
し
た
事
業

へ
活
用
し
て
お
り
ま
す
。

質
問

村
有
財
産
は
役
場

だ
け
の
も
の
で
な
く
村
民

の
財
産
と
考
え
ら
れ
る
。

渡邊  　計　議員

動画視聴は
こちらから➡

今
現
在
の
物
価
高
騰
対
策

に
使
う
べ
き
と
考
え
る
が
。

答
弁

国
や
県
の
物
価
高

騰
対
策
を
活
用
し
な
が
ら

今
ま
で
対
策
を
取
っ
て
き
ま

し
た
。
積
立
し
た
も
の
は
今

後
も
公
共
施
設
の
た
め
に

活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

質
問

財
政
調
整
基
金
は

い
く
ら
あ
る
の
か
。

答
弁

今
現
在
36
億
円
ご

ざ
い
ま
す
。

質
問

プ
レ
ミ
ア
ム
付
き

商
品
券
の
交
換
率
に
つ
い

て
伺
う
。

答
弁

利
用
率
に
つ
い
て

は
令
和
３
年
度
が
99
．

55
％
、
令
和
４
年
度
が

99
．
64
％
で
交
換
率
は
２

年
共
に
１
０
０
％
で
し
た
。

質
問

予
算
と
し
て
は
、

１
７
０
０
０
部
な
ら
ば
、

９
２
７
０
万
円
位
で
出
来

る
と
以
前
に
聞
い
た
が
。

答
弁

手
元
に
資
料
を
持

ち
合
わ
せ
て
い
ま
せ
ん
が
、

そ
れ
位
の
金
額
と
推
測
す

る
と
こ
ろ
で
す
。

質
問

11
月
７
日
付
け

の
新
聞
記
事
に
載
っ
て
い

た
「
介
護
保
険
の
財
政
調

整
交
付
金
を
過
大
に
受
け

取
っ
て
い
た
事
」
の
経
過

要
因
・
金
額
・
返
金
等
に

つ
い
て
伺
う
。

答
弁

経
過
と
し
ま
し
て

は
、
会
計
検
査
院
に
よ
る

会
計
検
査
の
指
摘
事
項
に

よ
り
、
２
０
１
７
（
平
成

29
）
年
度
、２
０
２
０
（
令

和
２
）
年
度
、
２
０
２
１

（
令
和
３
）
年
度
の
４
年

間
で
、
介
護
保
険
の
財

政
調
整
交
付
金
を
合
計

１
６
３
２
万
４
千
円
過
大

に
収
納
し
て
い
た
こ
と
が

判
明
し
ま
し
た
。

  
要
因
と
し
ま
し
て
は
、

各
年
度
の
普
通
調
整
交
付

金
算
定
時
に
、
後
期
高
齢

者
加
入
割
合
補
正
係
数
の

誤
り
や
、
特
別
調
整
交
付

金
等
に
よ
り
交
付
を
受
け

村
独
自
の
物
価
高
騰

対
策
は

国
庫
補
助
金
返
還
の

経
過
と
原
因
は

て
い
た
東
日
本
大
震
災
に

係
る
利
用
者
負
担
減
免
分

に
相
当
す
る
額
を
調
整
基

準
標
準
給
付
額
へ
含
め
て

い
た
こ
と
で
す
。

返
金
に
つ
い
て
は
、
本
議

会
に
予
算
を
計
上
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
お
り
、
今
年
度

中
に
返
還
の
見
込
で
す
。

質
問

検
査
に
入
っ
た
時

期
と
今
後
の
対
策
に
つ
い

て
伺
う
。

答
弁

令
和
５
年
度
に
令

和
２
、３
年
度
を
対
象
に

行
わ
れ
て
、
誤
り
が
見
付

か
り
５
年
間
遡
っ
て
検
査

さ
れ
前
述
の
と
お
り
の
結

果
に
な
り
ま
し
た
。

今
後
の
対
策
と
し
ま
し

て
は
、
法
令
・
制
度
・
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
等
を
熟
知
し

て
、
複
数
体
制
で
の
チ
ェ
ッ

ク
機
能
の
強
化
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

質
問

11
月
８
日
付
け
の

記
事
に
載
っ
て
い
た
「
飯

舘
村
復
帰
」
の
経
過
や
理

帰
還
困
難
区
域
町
村
協

議
会
復
帰
の
経
過
は

由
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁

11
月
８
日
に
現
会

長
に
電
話
に
て
、
加
盟
の

意
向
を
表
明
し
ま
し
た
。

協
議
会
側
は
書
面
に
て

協
議
会
が
開
催
さ
れ
、
11

月
27
日
付
け
で
正
式
に
加

盟
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

復
帰
で
は
な
く
新
た
に

加
入
、
加
盟
と
い
う
言
葉

を
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

被
災
自
治
体
特
に
帰
還
困

難
区
域
を
抱
え
る
町
村
は

全
体
の
早
期
解
除
を
強
く

求
め
て
お
り
、
協
議
会
は

協
議
会
で
、
村
は
町
村
会

を
経
由
し
て
、
あ
る
い
は

単
独
で
要
請
し
て
き
ま
し

た
が
、
同
じ
考
え
・
課
題
・

悩
み
を
持
ち
な
が
ら
共
通

し
た
活
動
が
で
き
て
い
な

か
っ
た
と
４
年
間
感
じ
て

き
た
こ
と
が
理
由
で
す
。

質
問

今
後
ど
の
よ
う
な

活
動
を
し
て
い
く
の
か
。

答
弁

今
後
は
本
協
議
会

を
通
し
て
、
帰
還
困
難
区

域
を
有
す
る
被
災
地
域
特

有
の
要
求
を
国
に
対
し
強

く
求
め
て
ま
い
り
ま
す
。



第105号　令和７年２月　いいたて議会だより

一般質問

10

バ
イ
オ
マ
ス
に
よ
る
汚
染

水
、
放
射
性
物
質
の
放
出

な
ど
、
心
配
・
不
安
が
あ

り
ま
す
が
、
村
と
し
て
安

全
性
の
確
保
や
放
射
線
対

策
・
情
報
公
開
と
チ
ェ
ッ

ク
機
関
の
在
り
方
を
、
村

民
が
す
ぐ
分
か
る
よ
う
に

な
っ
て
い
る
の
か
伺
う
。

答
弁

法
令
に
沿
っ
て
環

境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
中
で

の「
電
磁
波
」は
可
視
光
線
、

放
射
線
に
よ
る
放
射
線
そ

の
も
の
、
Ｘ
線
の
全
て
を

言
い
ま
す
。
健
康
被
害
上

の
問
題
が
あ
れ
ば
、
当
然

ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
中
で
検

討
さ
れ
ま
す
が
、
項
目
が

な
い
た
め
、
一
般
的
に
健

康
被
害
と
し
て
認
識
は
さ

れ
て
い
ま
せ
ん
。

質
問

村
民
の
生
活
状
況

は
、
高
齢
者
率
が
高
い
こ

と
か
ら
、
物
価
高
騰
が
生

活
を
苦
し
い
も
の
に
し
て

い
る
。
暮
ら
し
支
援
と
し

て
物
価
高
騰
に
よ
る
生
活

●質
村
の
復
旧
・
再
生
へ
の
生
活

基
盤
は

答
原
子
力
災
害
の
実
情
を
要
請
し
ま
す

質
問

幹
線
道
路
で
あ
る

県
道
12
号
線
と
、
国
道

３
９
９
号
線
の
整
備
改
良

は
、
高
速
道
路
か
ら
の
ア

ク
セ
ス
道
路
含
め
、
村
民

生
活
や
他
市
町
村
の
方
々

と
の
交
流
推
進
の
為
に
重

要
で
あ
る
。
見
通
し
に
つ

い
て
伺
う
。

答
弁

相
馬
地
方
市
町
村

会
と
、
改
良
整
備
促
進
期

成
同
盟
会
・
あ
ぶ
く
ま
ロ

マ
ン
チ
ッ
ク
街
道
沿
線
自

治
体
連
絡
協
議
会
を
通
し

て
、
早
期
整
備
実
現
に
向

け
、
精
力
的
に
要
望
し
て

ま
い
り
ま
す
。

質
問

被
災
地
へ
の
再
生

加
速
化
交
付
金
の
見
直
し

時
期
を
迎
え
て
い
る
が
、

村
の
実
態
は
再
生
の
道
半

ば
で
あ
る
の
で
、
今
後
の

継
続
的
な
財
政
支
援
の
見

通
し
を
伺
う
。

答
弁

県
町
村
会
で
の
要

望
を
し
て
い
ま
す
が
、
引

き
続
き
原
子
力
災
害
の
特

殊
性
や
避
難
地
域
の
実
情

を
訴
え
、
財
政
支
援
を
要

望
し
続
け
て
ま
い
り
ま
す
。

質
問

買
い
物
・
通
院
・

弱
者（
高
齢
者・障
が
い
者・

低
所
得
者
な
ど
）
へ
の
対

応
と
、
福
祉
行
政
全
体
で

の
支
援
策
を
分
か
り
や
す

く
示
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

答
弁

村
と
し
ま
し
て
は

社
会
福
祉
協
議
会
・（
株
）

ト
ー
ネ
ッ
ト
へ
委
託
し
、

買
い
物
・
通
院
は
村
内
・

南
相
馬
市
・
川
俣
町
へ
、

介
護
施
設
利
用
の
送
迎
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
福
祉

関
連
の
制
度
や
具
体
的
な

支
援
・
助
成
は
役
場
「
健

康
福
祉
課
」
ま
で
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

佐藤  八郎　議員

動画視聴は
こちらから➡

村
内
の
生
活
環
境
は

安
全
な
の
か

質
問

村
内
で
生
活
す
る

と
、
高
圧
線
や
風
力
発
電

に
よ
る
電
磁
波
、
産
廃
場
・

へ
の
支
援
を
伺
う
。

答
弁

国
の
動
向
を
見
な

が
ら
支
援
事
業
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

質
問

村
へ
の
交
付
金
に

つ
い
て
新
聞
報
道
が
あ
り
、

村
民
に
不
安
・
心
配
を
さ

せ
て
い
る
が
、
運
営
上
で

の
チ
ェ
ッ
ク
体
制
は
ど
の

よ
う
に
さ
れ
て
い
る
の
か
。

答
弁

各
年
度
で
課
長
・

係
長
・
担
当
職
員
が
、
交

付
金
に
係
る
発
議
・
決
裁

を
行
う
体
制
で
す
。

質
問

返
す
交
付
金
の
返

還
額
と
、
こ
の
間
違
い
や

認
識
不
足
の
処
分
、
今
後

の
行
政
執
行
上
で
の
村
長

と
し
て
の
所
見
を
伺
う
。

ま
た
、
こ
の
機
会
に
総
点

検
・
総
検
証
を
き
ち
ん
と

す
る
よ
う
求
め
る
。

答
弁

返
還
額
は
今
年
度

中
に
１
６
３
２
万
４
千
円

で
す
。
他
に
誤
っ
た
交
付

金
・
補
助
金
は
あ
り
ま
せ

ん
。
引
き
続
き
、
法
令
、

制
度
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
等

を
熟
知
す
る
と
と
も
に
、

複
数
体
制
で
の
チ
ェ
ッ
ク

イ
ン
フ
ラ
整
備
は
ま

だ
ま
だ
で
す

物
価
の
値
上
が
り
・
交

付
金
の
国
へ
の
返
還
は

機
能
の
強
化
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

質
問

移
住
さ
れ
た
方
々

と
の
交
流
の
場
や
、
要
望
・

要
求
を
把
握
す
る
工
夫
を

ど
の
よ
う
に
し
て
い
る
の

か
伺
う
。

答
弁

移
住
者
の
集
い
を
、

移
住
者
と
村
民
と
の
情
報

交
換
の
場
と
し
て
開
催
し
、

移
住
相
談
窓
口
で
個
別
に

相
談
を
行
い
、
村
で
安
心
し

て
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
支

援
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

質
問

空
き
家
・
居
住
住

宅
へ
の
助
成
支
援
と
、
仕

事
な
ど
雇
用
の
場
づ
く
り

の
施
策
を
伺
う
。

答
弁

村
独
自
の
補
助
金

と
し
て
、
新
築
・
空
き
家

購
入
・
修
繕
費
用
の
一
部

を
補
助
し
て
い
ま
す
。
雇

用
の
場
づ
く
り
で
は
、
企

業
誘
致
に
加
え
、
各
補
助

金
等
の
支
援
事
業
に
よ
り

多
様
な
雇
用
の
場
づ
く
り

を
推
進
し
て
い
ま
す
。

移
住
・
定
住
推
進
の

現
状
は
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●質
村
長
２
期
目
の
ス
タ
ー
ト
に

あ
た
り
、
今
後
４
年
の
抱
負

に
つ
い
て
伺
う

答
今
期
の
公
約
と
い
た
し
ま
し
て「
手
と

手
を
取
り
合
っ
て
、
さ
ら
に
ワ
ク
ワ
ク

す
る
、ふ
る
さ
と
へ
」を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、

５
つ
の
施
策
を
掲
げ
て
ま
い
り
ま
す

質
問

５
つ
の
施
策
を
具

体
的
に
伺
う
。

答
弁

一
つ
目
に
「
生
き

が
い
と
生
業
の
力
強
い
再

生
と
発
展
」
を
さ
ら
に
深

め
、
二
つ
目
は
「
健
康
で

生
き
生
き
と
楽
し
く
暮
ら

せ
る
村
（
ふ
る
さ
と
）」
を

具
体
化
し
、三
つ
目
に
「
情

報
通
信
技
術
（
Ｉ
Ｃ
Ｔ
）

に
よ
る
新
た
な
村
（
ふ
る

さ
と
）」
を
目
指
し
ま
す
。

四
つ
目
に
「
ふ
る
さ
と
資

源
の
フ
ル
活
用
」
を
さ
ら

に
推
進
し
、五
つ
目
に
「
生

き
生
き
と
し
た
学
び
の
場

を
育
む
」
施
策
を
さ
ら
に

深
め
て
ま
い
り
ま
す
。

質
問

村
長
が
掲
げ
る
５

つ
の
政
策
を
「
第
７
次
総

合
振
興
計
画
」
等
に
施
策

と
し
て
取
り
入
れ
て
い
く

花井  　茂　議員

動画視聴は
こちらから➡

の
か
伺
う
。

答
弁

第
７
次
総
合
振
興

計
画
に
お
い
て
は
、現
在
、

振
興
計
画
審
議
会
や
策
定

委
員
会
・
専
門
部
会
に
お

い
て
、
村
民
の
方
々
や
有

識
者
の
協
力
を
頂
き
策
定

を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
、
そ
の
中
で
出
さ
れ

た
ご
意
見
を
踏
ま
え
な
が

ら
計
画
を
策
定
し
て
ま
い

り
ま
す
。

質
問

本
村
に
お
け
る
今

後
の
中
長
期
的
な
重
点
施

策
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁

重
点
施
策
と
し
て
、

ま
ず
は
「
穏
や
か
な
人
生
」

に
直
結
す
る
医
療
・
福
祉
・

子
育
て
・
ス
ポ
ー
ツ
環
境

な
ど
、
ま
た
新
規
・
既
存

の
企
業
産
業
に
よ
る
「
生

業
の
推
進
」
等
、
こ
れ
ま

で
構
築
し
て
き
た
国
や
県
、

▲第７次総合振興計画
　専門部会の様子

市
町
村
と
の
信
頼
関
係
連

携
を
さ
ら
に
活
か
し
た
広

域
的
な
復
興
へ
の
取
り
組

み
を
進
め
て
参
り
ま
す
。

質
問

具
体
的
な
施
策
に

に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁

具
体
的
に
は
、
訪

問
介
護
事
業
者
の
誘
致
な

ど
高
齢
化
を
見
据
え
た
対

策
や
住
環
境
の
整
備
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た

並
行
し
て
産
業
団
地
の
早

期
整
備
と
企
業
誘
致
を
進

め
、
併
せ
て
ア
ク
セ
ス
道

路
を
含
む
道
路
整
備
に
繋

が
る
要
望
活
動
も
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

質
問

現
在
も
３
０
０
０

人
程
度
が
村
外
で
の
避
難

生
活
を
継
続
中
で
あ
る
が
、

住
民
票
を
飯
舘
村
に
置
き

な
が
ら
の
現
在
の
よ
う
な

生
活
が
い
つ
ま
で
継
続
で

き
る
の
か
、
国
の
方
か
ら

の
方
向
性
や
指
針
が
あ
る

か
伺
う
。

答
弁

い
わ
ゆ
る
二
重
住

長
期
避
難
者
の
住
民

票
の
在
り
方
は

民
票
と
言
わ
れ
る
部
分
で

す
が
、
こ
れ
は
法
律
の
下

で
運
営
さ
れ
て
い
る
も
の

で
は
な
く
、運
用
の
中
で
、

と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

飯
舘
村
は
長
泥
地
区
の
一

部
が
未
だ
帰
還
困
難
区
域

で
あ
り
、
今
般
帰
還
困
難

区
域
を
抱
え
る
町
村
の
協

議
会
に
加
入
し
、
帰
還
困

難
区
域
を
抱
え
る
自
治
体

で
は
ま
だ
ま
だ
課
題
が
多

く
、
課
題
解
決
に
は
も
う

少
し
先
に
な
る
と
考
え
ら

れ
る
ま
す
の
で
、
そ
の
時

点
ま
で
現
行
の
制
度
は
維

持
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か

と
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。

質
問

職
員
数
の
現
況
と

現
状
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁

現
在
の
状
態
と
し

ま
し
て
は
、
正
規
職
員
が

69
名
と
な
り
、
会
計
年
度

任
用
職
員
・
任
期
付
職
員
・

応
援
職
員
全
体
を
併
せ
て

１
６
４
名
程
度
に
な
っ
て

庁
内
行
政
組
織
改
編

が
必
要
で
は

お
り
ま
す
。
現
況
に
つ
き

ま
し
て
は
、
業
務
の
方
が

多
岐
に
わ
た
っ
て
お
り
人

は
い
く
ら
居
て
も
足
り
な

い
と
い
う
状
況
で
あ
り
ま

す
が
、
財
政
的
な
運
営
の

部
分
が
あ
り
ま
す
の
で
現

在
の
人
員
で
な
ん
と
か
進

め
て
い
る
と
い
う
状
況
に

あ
り
ま
す
。

質
問

事
業
が
多
岐
に
わ

た
っ
て
い
る
中
で
効
率
的

か
つ
効
果
的
に
事
業
が
展

開
執
行
さ
れ
る
た
め
に
庁

内
の
組
織
改
編
改
革
が
必

要
と
考
え
る
が
如
何
か
。

答
弁

組
織
改
編
と
い
う

の
は
、
組
織
が
変
わ
れ
ば

確
か
に
い
ろ
い
ろ
な
や
り

方
も
変
わ
り
ま
す
が
そ
の

後
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
非

常
に
停
滞
す
る
と
い
う
部

分
も
あ
り
ま
す
の
で
、
そ

の
辺
り
を
し
っ
か
り
考
え

な
が
ら
組
織
に
つ
い
て
は

検
討
さ
せ
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
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者
の
利
益
向
上
に
つ
な
げ

ら
れ
な
い
か
。

答
弁

米
や
牛
肉
な
ど
25

品
目
を
用
意
し
、
寄
附
サ

イ
ト
の
拡
大
を
進
め
て
い

ま
す
が
、
生
産
者
数
や
加

工
品
の
絶
対
量
が
不
足
し

て
い
ま
す
。
ス
タ
ー
ト
ア
ッ

プ
事
業
や
大
学
と
の
連
携

で
商
品
開
発
を
促
し
、
体

験
型
返
礼
品
も
含
め
て
積

極
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

質
問

現
在
も
、
原
発
事

故
に
よ
る
特
殊
業
務
等
が

多
く
あ
り
職
員
数
が
不
足

し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
ケ
ア
や

採
用
計
画
、
業
務
改
善
は

ど
の
よ
う
に
進
め
る
の
か
。

答
弁

正
職
員
69
名
、
任

期
付
職
員
34
名
、
会
計
年

度
任
用
職
員
50
名
、
応
援

職
員
11
名
の
計
１
６
４
名

で
対
応
中
で
す
。
事
業
規

模
に
合
わ
せ
て
国
や
他
自

治
体
か
ら
の
派
遣
を
求
め
、

●質
い
い
た
て
ク
リ
ニ
ッ
ク
診
療

体
制
の
拡
充
を
！

答
訪
問
診
療
も
含
め
、
診
療
体
制
の

拡
充
に
努
め
ま
す

質
問

震
災
前
の
週
５
日

診
療
や
歯
科
開
設
を
求
め

る
声
が
村
民
か
ら
寄
せ
ら

れ
て
い
る
。
子
育
て
世
帯

の
負
担
軽
減
や
、
ド
ラ
ッ

グ
ス
ト
ア
の
新
設
に
伴
う

通
院
需
要
の
変
化
な
ど
を

踏
ま
え
、
今
後
ど
の
よ
う

に
体
制
を
強
化
し
て
い
く

の
か
。

答
弁

週
２
日
午
前
の
み

の
診
療
か
ら
火
曜
は
終
日

診
療
へ
と
拡
大
し
て
き
ま

し
た
が
、
医
師
不
足
や
村

民
数
の
減
少
な
ど
を
考
慮

す
る
と
、
震
災
前
の
週
５

日
診
療
へ
の
即
時
回
帰
は

難
し
い
現
状
で
す
。
今
は

訪
問
診
療
も
取
り
入
れ
、

社
会
医
療
法
人
秀
公
会
と

の
協
議
を
続
け
な
が
ら
段

階
的
に
拡
充
に
努
め
ま
す
。

質
問

高
齢
化
や
相
続
の

複
雑
化
で
土
地
や
建
物
、

墓
な
ど
を
管
理
で
き
な
い

ケ
ー
ス
が
増
え
て
い
る
。

景
観
や
安
全
面
に
も
影
響

が
出
か
ね
な
い
。
民
間
組

織
の
活
用
や
国
へ
解
体
再

開
を
要
望
で
き
な
い
か
。

答
弁

行
政
区
の
ヒ
ア
リ

ン
グ
な
ど
で
危
険
家
屋
情

報
を
収
集
し
、
現
地
調

査
や
所
有
者
へ
の
指
導
を

行
っ
て
い
ま
す
。
基
本
的

に
は
所
有
者
に
管
理
責
任

が
あ
り
、
国
事
業
に
よ
る

建
物
解
体
は
終
了
し
て
い

て
再
開
の
見
込
み
は
厳
し

い
状
況
で
す
。
ま
ず
は
所

有
者
・
相
続
権
者
と
の
話

し
合
い
を
促
し
、
行
政
は

助
言
に
と
ど
め
る
方
針
で

す
。

横山  秀人　議員

動画視聴は
こちらから➡

質
問

収
集
回
数
が
地
区

に
よ
っ
て
週
１
回
と
週
２
回

で
異
な
り
、
不
公
平
感
が

あ
る
と
の
声
が
あ
る
。
ま

た
集
積
所
が
遠
い
な
ど
の

不
便
を
解
消
で
き
な
い
か
。

答
弁

基
本
的
に
燃
え
る

ご
み
は
週
１
回
収
集
で
す
。

た
だ
し
高
齢
世
帯
、
乳
幼

児
が
い
る
世
帯
等
の
多
い

公
営
住
宅
区
域
の
み
週
２

回
と
し
て
い
ま
す
。
集
積

所
の
変
更
や
収
集
ボ
ッ
ク

ス
の
設
置
は
各
行
政
区
や

業
者
と
の
協
議
で
対
応
可

能
で
す
。

質
問

加
工
施
設
の
活
用

や
関
係
人
口
の
増
加
を
図

り
な
が
ら
寄
附
額
を
伸
ば

し
て
い
る
自
治
体
が
多
い
。

飯
舘
村
で
も
返
礼
品
を
拡

充
し
、
寄
附
金
収
入
を
増

や
し
て
村
民
所
得
や
事
業

家
庭
ご
み
の
収
集
日
数
・

場
所
の
再
検
討
を
！

技
術
職
の
採
用
強
化
や
外

部
委
託
を
進
め
ま
す
。
職

員
に
は
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ

ク
や
外
部
専
門
家
面
談
を

行
い
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
研

修
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

質
問

全
村
民
ア
ン
ケ
ー

ト
（
中
学
生
以
上
）
や
事

業
実
施
者
が
行
う
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
な
ど
を
活
用
し

幅
広
く
住
民
の
声
を
集
め

る
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
弁

令
和
７
年
９
月
の

計
画
認
定
を
目
指
し
、
審

議
会
・
策
定
委
員
会
・
専

門
部
会
を
立
ち
上
げ
て
検

討
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

村
民
や
協
定
大
学
の
学
生

も
参
画
し
、
ア
ン
ケ
ー
ト

や
懇
談
会
の
意
見
を
計
画

に
反
映
し
ま
す
。
ま
た
、

広
報
や
ウ
ェ
ブ
、
パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト
な
ど
多
角
的

な
手
法
で
よ
り
多
く
の
声

を
取
り
入
れ
た
い
考
え
で

す
。

土
地
や
建
物
、
お
墓
等
の

管
理
体
制
整
備
と
国
に
よ

る
建
物
解
体
再
開
を
！

▲いいたてクリニック

ふ
る
さ
と
納
税
を
積

極
的
に
取
り
組
み
、

村
民
所
得
向
上
を
！

役
場
職
員
の
中
長
期
的

な
採
用
計
画
と
メ
ン
タ

ル
ヘ
ル
ス
ケ
ア
を
！

第
７
次
総
合
振
興
計
画
策

定
時
に
村
民
参
画
を
！
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●質
現
在
、
職
務
代
理
者
で
の
対

応
を
し
て
い
る
が
、
新
た
な
教

育
長
の
任
命
は
、
い
つ
ど
の
よ

う
に
す
る
の
か
考
え
を
伺
う

答
教
育
長
に
お
い
て
は
現
在
適
任
者
の
選

考
中
で
あ
り
ま
す
。
適
切
な
時
期
に
議

会
に
議
案
を
上
程
し
て
ま
い
り
ま
す

質
問

適
正
な
時
期
に
と

い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
本

来
で
あ
れ
ば
、
も
う
次
期

の
教
育
長
候
補
を
決
め
て
、

次
年
度
の
予
算
組
み
に
上

げ
て
い
く
と
い
う
と
こ
ろ

が
必
要
な
時
期
で
あ
り
、

も
う
１
年
近
く
も
教
育
長

が
不
在
と
い
う
こ
と
で
、

準
備
が
遅
い
の
で
は
な
い
か
。

答
弁

今
、
教
育
行
政
は

円
滑
に
回
っ
て
い
る
部
分

が
あ
り
ま
す
の
で
、
な
お

適
切
な
人
員
を
配
置
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
村
の
将

来
、
未
来
に
向
か
っ
て
の

新
し
い
一
歩
が
踏
み
出
せ

る
と
思
い
ま
す
。
適
切
な

人
材
を
適
切
な
時
期
に
議

会
に
上
程
さ
せ
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
う
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。佐藤  健太　議員

動画視聴は
こちらから➡

質
問

現
在
、
草
野
行
政

区
内
に
お
い
て
、
工
事
が

滞
っ
て
い
る
県
道
12
号
線

の
バ
イ
パ
ス
工
事
の
現
状

と
今
後
の
見
通
し
を
伺
う
。

答
弁

福
島
県
に
お
い
て

地
権
者
へ
の
面
会
や
電
話

に
よ
る
連
絡
、
土
地
の
協

力
依
頼
の
文
書
の
送
付
等

を
行
っ
て
お
り
ま
す
が
、

地
権
者
か
ら
の
反
応
は
な

い
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。

な
お
県
に
お
い
て
は
引

き
続
き
地
権
者
と
の
交
渉

を
試
み
な
が
ら
、
早
期
の

用
地
取
得
に
向
け
た
検
討

を
進
め
て
い
く
と
聞
い
て

お
り
ま
す
。

質
問

村
と
し
て
も
地
権

者
さ
ん
に
も
っ
と
誠
意
を

持
っ
て
お
願
い
し
て
い
く

こ
と
も
必
要
と
思
う
が
、

見
解
を
伺
う
。

答
弁

県
営
事
業
と
い
う

部
分
が
あ
り
ま
す
が
、
当

然
村
と
し
て
は
、
全
面
的

に
協
力
す
る
と
い
う
形
に

な
っ
て
い
ま
す
。

今
回
に
つ
き
ま
し
て
は
、

当
時
の
所
有
者
が
亡
く

な
っ
た
と
い
う
問
題
が

あ
っ
て
、
そ
の
後
、
話
が

う
ま
く
進
ま
な
か
っ
た
と

い
う
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。

村
と
し
て
も
重
要
路
線
で

あ
り
ま
す
の
で
、
県
と
協

力
し
な
が
ら
、
早
期
の
完

了
を
目
指
し
て
進
め
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

質
問

道
の
駅
の
登
録
要

件
を
満
た
す
た
め
に
、
当

面
の
間
、
建
設
課
長
を
据

え
て
お
り
、
新
た
な
駅
長

候
補
は
今
後
探
し
て
い
く

と
い
う
こ
と
で
よ
ろ
し
い

県
道
12
号
線
バ
イ
パ

ス
に
つ
い
て

か
伺
う
。

答
弁

道
の
駅
に
は
駅
長

が
登
録
上
必
要
だ
と
い
う

こ
と
で
、
ま
ず
は
村
と
し

て
置
か
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
ま
で
い
ガ
ー
デ
ン

ビ
レ
ッ
ジ
の
方
で
、
駅
長

を
自
ら
見
つ
け
て
設
定
し

た
い
と
い
う
こ
と
で
あ
れ

ば
、
村
か
ら
駅
長
を
任
命

す
る
必
要
は
な
い
と
い
う

考
え
で
す
。
当
面
の
間
と

い
う
こ
と
で
は
な
く
て
、

き
ち
ん
と
決
ま
る
ま
で
は
、

村
と
し
て
は
必
要
だ
と
い

う
こ
と
で
の
位
置
づ
け
で

あ
り
ま
す
。

質
問

現
在
村
は
ふ
る
さ

と
納
税
に
対
し
て
ど
の
よ

う
な
目
標
を
持
っ
て
、
ど

の
よ
う
な
取
組
を
し
て
い

る
の
か
伺
う
。

ま
た
、
併
せ
て
企
業
版
ふ

る
さ
と
納
税
の
実
績
と
今
後

の
目
標
と
取
組
を
伺
う
。

答
弁

村
内
で
生
産
さ
れ

る
産
品
は
品
数
も
生
産
量

も
ま
だ
ま
だ
少
数
で
あ
り
、

全
国
の
皆
様
に
知
っ
て
い

た
だ
き
、
手
に
取
っ
て
い

た
だ
け
る
ま
で
に
は
至
っ

て
い
な
い
と
感
じ
て
い
ま

す
。
こ
の
た
め
、
現
在
は

村
の
産
品
を
Ｐ
Ｒ
す
る
こ

と
は
も
と
よ
り
、
ス
タ
ー

ト
ア
ッ
プ
事
業
や
魅
力
向

上
発
信
事
業
、
大
学
と
の

連
携
な
ど
に
よ
り
産
品
の

数
を
増
や
す
こ
と
と
併
せ
、

生
産
量
を
増
や
す
こ
と
に

注
力
し
て
お
り
ま
す
。

質
問

村
の
ふ
る
さ
と
納

税
を
今
後
考
え
て
い
く
に

当
た
っ
て
、
村
の
職
員
に

ふ
る
さ
と
納
税
に
詳
し
い

職
員
は
い
る
の
か
伺
う
。

答
弁

ふ
る
さ
と
納
税
に

詳
し
い
特
化
し
た
職
員
と

い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
が
、

そ
う
い
っ
た
職
員
と
い
う

位
置
付
け
で
は
ご
ざ
い
ま

せ
ん
。
や
は
り
一
担
当
と

い
う
よ
う
な
こ
と
で
、
ふ

る
さ
と
納
税
の
担
当
と
し

て
、
今
、
事
務
を
取
り
扱
っ

て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ

り
ま
す
。

▲工事の止まっている県道12号線バイパス

道
の
駅
に
つ
い
て

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ

い
て
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●質
Ａ
Ｉ
（
人
工
知
能
）の
今
後
の

導
入
と
活
用
は
ど
う
な
る
か

答
令
和
６
年
12
月
よ
り
生
成
Ａ
Ｉ
利

用
サ
ー
ビ
ス
の
試
行
を
開
始
し
て

い
ま
す

質
問

Ａ
Ｉ
（
人
工
知
能
）

の
今
後
の
導
入
、
ま
た
将

来
に
向
け
て
行
政
に
ど
の

よ
う
に
活
用
し
て
い
く
の

か
伺
う
。

答
弁

令
和
６
年
12
月
よ

り
生
成
Ａ
Ｉ
利
用
サ
ー
ビ

ス
の
試
行
を
開
始
し
て
お

り
、
活
用
可
能
な
範
囲
と

し
て
は
、
文
章
作
成
、
イ

ベ
ン
ト
等
の
ア
イ
デ
ア
出

し
資
料
の
要
約
等
の
業
務

を
想
定
し
て
い
ま
す
。

業
務
の
効
率
化
や
住
民

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
の
た
め

に
は
、
生
成
Ａ
Ｉ
の
導
入

は
必
要
不
可
欠
と
考
え
て

い
ま
す
。

質
問

Ａ
Ｉ
の
本
格
的
導

入
の
予
定
は
い
つ
頃
な
の

か
伺
う
。

答
弁

個
人
情
報
の
漏
え

い
や
活
用
の
上
で
の
モ
ラ

ル
な
ど
、
様
々
な
問
題
も

あ
り
ま
す
の
で
、
今
後
職

員
の
研
修
等
を
し
っ
か
り

踏
ま
え
、
活
用
に
つ
い
て

問
題
点
が
で
き
る
だ
け
解

決
で
き
れ
ば
、
早
け
れ
ば

来
年
度
に
も
検
討
し
て
ま

い
り
ま
す
。

質
問

学
校
教
育
に
つ
い

て
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
と
と
も

に
教
育
の
ツ
ー
ル
と
し
て

使
用
さ
せ
る
場
合
、
ど
の

よ
う
に
使
用
さ
せ
る
の
か

伺
う
。

答
弁

文
部
科
学
省
の
Ａ

Ｉ
利
用
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

に
則
り
、
子
供
の
発
達
段

階
や
実
態
を
踏
ま
え
て
使

用
し
、
特
に
小
学
校
段
階

の
児
童
に
利
用
さ
せ
る
に

は
慎
重
な
対
応
を
と
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
無
条
件

に
使
用
す
る
段
階
に
な
い

こ
と
か
ら
、
授
業
で
は
活

用
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

佐藤  眞弘　議員

動画視聴は
こちらから➡

質
問

国
・
県
・
他
自
治

体
か
ら
派
遣
さ
れ
て
い
る

職
員
に
つ
い
て
、
貴
重
か

国
・
県
・
他
自
治
体

か
ら
派
遣
さ
れ
て
い

る
職
員
を
活
か
し
た

行
政
運
営
を
！

つ
有
能
な
人
材
が
派
遣
職

員
と
し
て
勤
務
し
て
い
る

が
、
行
政
運
営
に
ど
の
よ

う
に
活
か
し
て
い
く
の
か
。

答
弁

国
か
ら
の
駐
在
職

員
の
ほ
か
、
建
設
課
に
８

名
、
村
づ
く
り
推
進
課
に

３
名
の
職
員
の
応
援
を
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。
復
興

創
生
に
か
か
る
喫
緊
の
事

業
推
進
の
た
め
、
土
木
及

び
農
業
土
木
事
業
、
商
工

業
支
援
事
業
Ｉ
Ｃ
Ｔ
及
び

自
治
体
Ｄ
Ｘ
支
援
事
業
、

移
住
定
住
支
援
事
業
に
従

事
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

そ
の
知
識
・
経
験
等
を

生
か
し
て
い
た
だ
く
中
で
、

役
場
組
織
、
村
職
員
に
お

い
て
も
そ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を

学
び
、
今
後
の
村
政
運
営

に
生
か
し
て
ま
い
り
ま
す
。

質
問

飯
舘
村
の
現
在
の

状
況
を
知
り
、
こ
れ
か
ら

派
遣
元
に
戻
っ
て
村
の
現

状
を
周
知
し
て
い
た
だ
く

貴
重
な
存
在
で
あ
る
。
機

会
を
捉
え
て
、
村
民
に
も

議
員
に
も
広
く
紹
介
し
て

い
た
だ
き
た
い
。

答
弁

村
民
の
方
々
、
議

会
は
じ
め
皆
さ
ん
方
に

知
っ
て
い
た
だ
く
よ
う
な
機

会
を
捉
え
て
ま
い
り
ま
す
。

質
問

子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
の
運
営
状
況
に
つ
い

て
、
毎
月
の
一
般
開
放
日

の
利
用
者
数
・
運
営
上
の

課
題
を
伺
う
。

答
弁

今
年
度
４
月
か
ら

９
月
ま
で
、９
回
開
催
し
、

利
用
の
べ
人
数
は
99
名
、

平
均
で
３
家
族
、
11
名
と

子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
の
運
営
状
況
は

な
っ
て
お
り
ま
す
。
周
知

方
法
と
し
て
は
、
チ
ラ
シ

配
布
や
子
育
て
世
代
向
け

に
村
公
式
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
て
案

内
を
し
て
い
ま
す
。

運
営
上
の
課
題
に
つ
き

ま
し
て
は
、
利
用
者
ア
ン

ケ
ー
ト
に
て
「
毎
日
、
開

い
て
い
る
と
良
い
」「
子

育
て
教
室
を
や
っ
て
ほ
し

い
」、「
場
所
が
わ
か
り
づ

ら
い
」
な
ど
の
声
を
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。
村
民

の
皆
様
に
親
し
ん
で
い
た

だ
け
る
施
設
と
し
て
活
用

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

▶
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
一
般
開
放
の
ち
ら
し（
過
去
の
も
の
で
す
）
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●質
い
い
た
て
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
採

用
し
て
い
る
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ

ン
メ
ー
カ
ー
を
伺
う

答
い
い
た
て
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
は
武
田
薬
品
工

業
株
式
会
社
製
を
使
用
し
て
お
り
ま
す

質
問

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

メ
ー
カ
ー
が
５
社
あ
る
が
、

い
い
た
て
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
は

武
田
製
薬
の
ワ
ク
チ
ン
を

使
用
し
て
い
る
。
村
民
が

違
う
ワ
ク
チ
ン
メ
ー
カ
ー

を
接
種
し
た
い
場
合
は
、

ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
良
い

の
か
。

答
弁

そ
れ
以
外
の
ワ
ク

チ
ン
を
使
い
た
い
、
接
種

し
た
い
場
合
は
、
ク
リ
ニ
ッ

ク
で
は
準
備
し
て
お
り
ま

せ
ん
の
で
、
ほ
か
の
医
療

機
関
で
接
種
を
お
願
い
す

る
形
に
な
ろ
う
か
と
思
い

ま
す
。

質
問

当
村
に
お
け
る
令

和
５
年
度
の
年
代
別
接
種

率
を
伺
う
。

答
弁

令
和
５
年
度
の
秋

接
種
に
つ
い
て
、
65
歳
以

上
接
種
者
は
１
２
２
１
人
、

接
種
率
は
59
．
２
％
、
19

歳
以
上
64
歳
未
満
の
接
種

者
は
５
４
８
人
、
接
種
率

飯畑  秀夫　議員

動画視聴は
こちらから➡

福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
つ

い
て

質
問

聴
力
の
低
下
に
よ

り
、
日
常
生
活
に
支
障
を

来
し
て
い
る
方
々
を
対
象

に
、
補
聴
器
購
入
費
を
助

成
で
き
な
い
か
。

答
弁

聴
力
の
低
下
に
よ

り
日
常
生
活
に
支
障
を
来

し
て
い
る
方
の
う
ち
、
身

体
障
害
者
手
帳
を
所
持
し

が
26
．
０
％
、
18
歳
未
満

接
種
者
は
37
人
、
接
種
率

は
８
．４
％
で
あ
り
ま
す
が
、

全
体
的
に
は
１
８
０
６
人

の
接
種
者
で
、
接
種
率
が

39
．
２
％
に
な
り
ま
す
。

質
問

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク

チ
ン
と
同
時
に
、
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
も
同

時
に
接
種
し
て
い
る
が
、

副
反
応
及
び
体
調
不
良
等

の
健
康
被
害
は
確
認
さ
れ

て
い
る
か
伺
う
。

答
弁

健
康
被
害
に
つ
い

て
で
す
が
、
村
に
は
医
療

機
関
や
接
種
者
か
ら
の
健

康
に
対
す
る
被
害
の
報
告

は
あ
り
ま
せ
ん
。

て
い
る
方
に
つ
き
ま
し
て

は
、
障
害
者
総
合
支
援
法

に
基
づ
き
、
聴
覚
障
害
の

程
度
に
応
じ
た
補
聴
器
購

入
の
助
成
を
行
っ
て
お
り
、

助
成
割
合
は
国
が
50
％
、

県
と
村
が
そ
れ
ぞ
れ
25
％

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
ま

た
、
助
成
対
象
の
補
聴
器

の
機
種
や
必
要
な
性
能
の

助
成
上
限
額
等
に
つ
き
ま

し
て
は
、
聴
覚
の
程
度
に

よ
り
様
々
で
す
の
で
、
ま

ず
は
健
康
福
祉
課
ま
で
ご

相
談
い
た
だ
け
れ
ば
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

質
問

当
村
住
民
に
お
い

て
、
オ
レ
オ
レ
詐
欺
等
の

被
害
は
確
認
さ
れ
て
い
る

の
か
伺
う
。

答
弁

飯
舘
駐
在
所
に
よ

り
ま
す
と
、
こ
れ
ま
で
村

内
に
お
け
る
詐
欺
の
被
害

は
確
認
さ
れ
て
お
り
ま
せ

ん
。 防

犯
対
策
に
つ
い
て

質
問

当
村
に
お
い
て
、

鉄
及
び
銅
、
ま
た
重
機
及

び
農
機
具
等
の
盗
難
は
確

認
さ
れ
て
い
る
の
か
伺
う
。

答
弁

毎
年
窃
盗
犯
が
発

生
し
て
お
り
、
そ
の
多
く

が
非
侵
入
窃
盗
と
の
こ
と

で
、
今
年
も
道
路
脇
の
グ

レ
ー
チ
ン
グ
や
軒
下
の
タ

イ
ヤ
、
肥
料
の
盗
難
が
確

認
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

質
問

村
の
対
策
を
伺
う
。

答
弁

グ
レ
ー
チ
ン
グ
の

盗
難
に
対
す
る
対
策
で
ご

ざ
い
ま
す
が
、
今
年
の
春

か
ら
夏
に
か
け
て
、グ
レ
ー

チ
ン
グ
に
ブ
ル
ー
の
村
章

を
ス
プ
レ
ー
を
い
た
し
ま

し
て
、
盗
難
対
策
を
実
施

し
て
ご
ざ
い
ま
す
。

質
問

道
の
駅
ま
で
い
館

の
防
犯
対
策
を
伺
う
。

答
弁

民
間
警
備
会
社
と

防
犯
警
備
業
務
の
委
託
契

約
が
さ
れ
て
お
り
、
道
の

駅
ま
で
い
館
、
セ
ブ
ン
イ

レ
ブ
ン
の
機
械
警
備
、
道

の
駅
ま
で
い
館
の
入
金
機

の
警
備
が
依
頼
さ
れ
て
お

り
ま
す
。

質
問

村
内
に
居
住
し
て

い
る
村
民
の
防
犯
対
策
を

伺
う
。

答
弁

防
犯
カ
メ
ラ
で
の

監
視
に
加
え
、
防
犯
指

導
隊
や
ウ
ル
ト
ラ
警
備
隊

警
察
隊
に
よ
る
パ
ト
ロ
ー

ル
の
実
施
、
さ
ら
に
は
防

犯
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
な
ど
の

広
報
活
動
を
実
施
し
て
お

り
ま
す
。
ま
た
、
配
達
業

者
等
に
よ
る
村
民
の
見
守

り
の
ほ
か
、
村
内
事
業
者

と
の
防
犯
連
携
に
よ
り
、

通
勤
時
の
パ
ト
ロ
ー
ル
、

社
用
車
へ
の
防
犯
ス
テ
ッ

カ
ー
掲
示
、
不
審
者
を
発

見
し
た
際
の
通
報
な
ど
に

も
ご
協
力
を
頂
い
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

今
後
も
関
係
団
体
と
連

携
を
図
り
、
犯
罪
の
未
然

防
止
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

▲盗難対策をした
　グレーチング
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●質
農
業
基
盤
整
備
事
業
の
進
捗

に
つ
い
て
伺
う

答
水
路
工
の
進
捗
と
し
て
は
、
実
施

延
長
が
約
１
５
１
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

で
あ
り
、
進
捗
率
と
し
て
は
６
割

程
度
と
な
っ
て
お
り
ま
す

質
問

農
業
整
備
促
進
事

業
の
進
捗
率
つ
い
て
伺
う
。

答
弁

今
年
度
末
時
点
の

農
業
基
盤
整
備
促
進
事
業

の
水
路
工
の
進
捗
と
し
て

は
、
設
計
延
長
が
約
２
６
１

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
対
し
実

施
延
長
が
約
１
５
１
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
で
あ
り
、
進
捗

率
と
し
て
は
６
割
程
度
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

質
問

暗
渠
・
湧
水
処
理

を
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い

く
の
か
を
伺
う
。

答
弁

暗
渠
排
水
工
に
つ

い
て
は
、
営
農
再
開
が
進

ん
で
い
る
地
域
を
中
心
に

整
備
を
進
め
て
お
り
、
今

年
度
は
４
行
政
区
で
事
業

を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

今
後
に
つ
き
ま
し
て
も
、

営
農
再
開
の
状
況
を
確
認

し
な
が
ら
事
業
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。
な
お
、
湧

水
処
理
工
に
つ
い
て
は
、

暗
渠
排
水
工
を
実
施
し
た

際
に
湧
き
水
が
確
認
さ
れ

た
場
合
な
ど
、
必
要
に
応

じ
て
随
時
対
応
し
て
ま
い

り
ま
す
。

質
問

今
後
の
課
題
に
つ

い
て
伺
う
。

答
弁

課
題
は
、
通
常
の

県
営
圃
場
整
備
や
土
地
改

良
事
業
と
異
な
り
、
地
権

者
や
担
い
手
の
意
向
を
逐

次
確
認
し
な
が
ら
事
業
執

行
し
て
い
る
た
め
、
そ
の

調
整
に
時
間
を
要
し
て
い

る
こ
と
、
ま
た
事
業
量
が

膨
大
で
あ
る
こ
と
が
挙
げ

ら
れ
ま
す
。

質
問

水
張
り
条
件
に
つ

い
て
、
今
後
ど
う
な
る
の

か
、
ど
う
進
め
る
の
か
を

伺
う
。

答
弁

村
と
し
て
は
引
き

続
き
実
態
を
踏
ま
え
た
対

応
と
し
て
い
た
だ
く
よ
う

要
望
を
継
続
し
て
ま
い
り

ま
す
。

佐藤  一郎　議員

動画視聴は
こちらから➡

質
問

な
り
わ
い
農
業
者

の
経
営
に
つ
い
て
ど
の
よ

う
に
把
握
し
て
い
る
の
か

を
伺
う
。

答
弁

花
卉
に
つ
い
て
は
、

飯
舘
の
花
出
荷
組
合
、
畜

産
に
つ
い
て
は
、
い
い
た
て

の
牛
を
考
え
る
会
、
そ
の

他
Ｊ
Ａ
の
各
部
会
や
道
の

駅
生
産
者
の
会
な
ど
に
お

い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
課
題

や
要
望
を
伺
う
と
と
も
に
、

営
農
状
況
の
把
握
に
努
め

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

質
問

生
業
農
業
者
の
職

種
に
合
っ
た
支
援
を
施
し

て
い
る
の
か
伺
う
。

答
弁

補
助
実
施
主
体
に

よ
り
、
作
付
け
品
目
や
業

種
な
ど
に
応
じ
た
多
種
多

様
な
支
援
が
あ
り
ま
す
。

福
島
県
や
農
協
と
協
議
し

な
ら
、
総
合
的
に
支
援
の

内
容
を
検
討
し
て
、
農
家

の
皆
様
に
ご
案
内
し
て
い

ま
す
。

な
り
わ
い
農
業
者
の

現
状
と
支
援
は

水
田
活
用
の
直
接
支

払
交
付
金
の
今
後
は

質
問

飼
料
米
の
交
付
金

に
つ
い
て
今
後
ど
う
な
っ

て
い
く
の
か
を
伺
う
。

答
弁

水
田
活
用
の
直
接

支
払
交
付
金
の
中
で
、
現

在
交
付
単
価
の
段
階
的
な

引
下
げ
を
示
さ
れ
て
い
る

の
は
、
一
般
品
種
に
つ
い
て

で
す
。
一
方
、
村
で
作
付

さ
れ
て
お
り
ま
す
飼
料
用

米
は
多
収
品
種
で
す
の
で
、

直
近
で
の
影
響
は
な
い
も

の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

質
問

集
積
当
初
か
ら
今

年
度
ま
で
の
畑
地
・
水
田

の
集
積
見
込
み
面
積
に
つ

い
て
伺
う
。

答
弁

令
和
元
年
当
初
か

ら
令
和
６
年
度
末
ま
で
に

約
５
６
８
ヘ
ク
タ
ー
ル
の

集
積
と
な
る
予
定
で
す
。

質
問

来
年
度
以
降
の
集

積
見
込
み
を
伺
う
。

答
弁

村
と
し
て
は
こ
の

農
地
集
積
協
力
金
の
終

期
ま
で
に
で
き
る
だ
け
農

地
集
積
を
進
め
る
こ
と
と

農
地
中
間
管
理
事
業
の

農
地
集
積
見
込
み
は

し
て
お
り
、
今
後
、
約

３
６
９
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
水

田
や
畑
地
等
を
見
込
ん
で

お
り
ま
す
。
な
お
、
こ
れ

ら
を
合
計
し
て
、
令
和
元

年
度
か
ら
令
和
７
年
度
ま

で
に
約
９
３
７
ヘ
ク
タ
ー

ル
の
集
積
と
な
る
予
定
で

す
。

質
問

集
積
地
の
作
付
に

伴
い
、
受
委
託
産
業
も
増

え
る
と
推
察
さ
れ
る
が
、

作
業
料
金
を
示
し
て
い
る

の
か
を
伺
う
。

答
弁

村
農
業
委
員
会

に
お
い
て
、
毎
年
標
準
農

作
業
料
金
表
を
示
し
て
お

り
、令
和
７
年
度
に
当
た
っ

て
も
単
価
が
決
定
さ
れ
次

第
、
区
長
会
を
通
し
て
の

周
知
の
他
、
お
知
ら
せ
版

や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
お

知
ら
せ
し
て
ま
い
り
ま
す
。
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（
日
程
）
令
和
６
年

11
月
21
～
22
日

（
場
所
）
茨
城
県

下
妻
市
・
八
千
代
町
他

（
一
日
目
）
最
初
の
研
修

施
設
は
農
産
物
加
工
施

設
「
工
房
Ｗ
ｅ

ｍ
ａ

ｍ
」
で
ス
ズ
ラ
ン
ロ
ー
ド

ハ
ウ
ス
代
表
の
生
井
浩
司

様
か
ら
施
設
の
案
内
を
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ス

ズ
ラ
ン
ロ
ー
ド
ハ
ウ
ス
は

１
９
７
５
年
に
下
妻
市
に

て
飲
食
業
を
創
業
さ
れ
、

現
在
で
は
「
海
と
大
地
の

ご
馳
走
家
す
ず
ら
ん
」
を

中
心
に
ラ
ー
メ
ン
店
を
国

内
外
に
６
店
舗
、
食
品
加

工
所
を
運
営
し
て
お
り
ま

す
。「
食
を
通
じ
て
、
地
域

に
恩
返
し
」
を
し
、「
す
て

な
い
」
社
会
の
実
現
に
向

け
て
、
も
の
づ
く
り
の
現

場
と
た
べ
る
現
場
の
実
現

11/21
～22

飯
舘
村
議
会
議
員
視
察

研
修（
茨
城
県
下
妻
市
ほ
か
）

に
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
様
々
な
地
域
活
動

に
も
取
り
組
ん
で
お
り
、

「
工
房
Ｗ
ｅ

ｍ
ａ
ｍ
」
で

は
ほ
ぼ
す
べ
て
の
食
品
加

工
が
可
能
で
す
。「
生
産
者

に
元
気
に
な
っ
て
も
ら
い

た
い
」
と
い
う
想
い
の
元
、

地
域
ぐ
る
み
の
６
次
産
業

化
・
自
治
体
の
地
域
活
性

化
に
向
け
た
地
域
活
動
を

さ
れ
て
い
ま
す
。

商
品
開
発
事
業
と
し
て

は
、
飲
食
事
業
で
培
っ
た

長
年
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か

し
、
多
種
多
様
な
食
材
に

対
応
で
き
ま
す
。
特
に「
規

格
外
の
農
畜
水
産
物
」
を

活
か
し
た
商
品
開
発
を
得

意
と
し
ま
す
。

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
事

業
も
行
っ
て
い
ま
す
。
特

徴
と
し
て
は
、
最
先
端
厨

房
機
器
を
駆
使
し
た
調
理

オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
均
一
化

と
衛
生
面
の
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
が
し
や
す
い
点
で
あ
り
、

知
識
が
な
く
て
も
、
調
理

が
で
き
、
商
品
製
造
が
可

能
で
す
。
茨
城
県
内
は
勿

論
、
海
外
で
も
、
国
内
で

も
実
績
が
あ
り
ま
す
。

下
妻
市
と
の
連
携
と
し

て
、
規
格
外
品
を
加
工
し

た
商
品
で
「
地
方
創
生
」

に
取
り
組
ん
で
お
り
、
地

域
で
作
ら
れ
た
も
の
を
加

工
し
、
付
加
価
値
を
付
け

て
道
の
駅
・
ス
ー
パ
ー
・

コ
ン
ビ
ニ
・
ネ
ッ
ト
販
売
・

ふ
る
さ
と
納
税
等
に
出
品

し
て
お
り
、「
生
産
―
加
工

―
販
売
」
で
連
携
し
、
地

域
ぐ
る
み
の
６
次
産
業
化

を
実
現
し
て
い
ま
す
。

当
村
に
は
加
工
場
と

し
て
「
も
り
の
駅
ま
ご
こ

ろ
」
が
あ
り
ま
す
が
、
産

品
開
発
に
力
を
入
れ
て
い

る
当
村
に
と
っ
て
非
常
に

魅
力
的
な
施
設
・
取
組

で
す
。
ま
た
、
代
表
か
ら

は
「
農
産
物
は
産
地
が
何

処
で
あ
れ
加
工
し
た
場
所

で
特
産
物
に
も
名
産
品
も

な
る
の
で
、
市
場
に
受
け

入
れ
ら
れ
る
よ
う
な
良
い

商
品
を
作
る
こ
と
が
大
事
」

と
い
う
ア
ド
バ
イ
ス
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

（
二
日
目
）
翌
日
は
、
ス
ズ

ラ
ン
ロ
ー
ド
ハ
ウ
ス
と
提

携
し
て
い
る
、「
苅
部
農
園
」

を
視
察
し
ま
し
た
。
広
大

な
関
東
平
野
の
農
地
と
巨

大
な
倉
庫・農
機
具
類
も
、

今
ま
で
見
た
こ
と
の
な
い

よ
う
な
大
規
模
な
物
で
し

た
。研

修
で
は
何
人
か
の
生

産
者
の
方
か
ら
も
話
を
聞

く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ス
ズ
ラ
ン
ロ
ー
ド
ハ
ウ
ス

と
協
働
し
、
ふ
る
さ
と
納

税
の
返
礼
品
に
出
品
を
し

て
い
る
生
産
者
の
方
は「
売

り
先
を
増
や
す
こ
と
が
で

き
た
。」「
直
接
お
客
様
の

声
を
聞
け
る
よ
う
に
な
っ

た
」。「
事
務
手
続
き
や
顧

客
対
応
が
ス
ム
ー
ズ
に
進

み
、生
産
に
専
念
で
き
た
。」

等
の
意
見
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

更
に
、
全
国
有
数
の
農

業
の
町
で
あ
る
八
千
代
町

が
地
域
商
社
と
し
て
設
立

し
、
ふ
る
さ
と
納
税
事
業

に
取
り
組
む
「
は
な
ま
る

Ｂ
Ａ
Ｓ
Ｅ
」
専
務
の
鈴
木

衛
様
に
も
話
を
伺
い
、
寄

付
額
が
好
調
で
あ
る
秘
訣

や
当
村
の
ふ
る
さ
と
納
税

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
実
際
に

見
て
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
村
と
し

て
も
、
議
員
と
し
て
も
、

よ
り
魅
力
的
な
商
品
の
見

せ
方
な
ど
、
今
後
の
ふ
る

さ
と
納
税
の
戦
略
を
勉
強

し
て
い
く
必
要
性
を
感
じ

ま
し
た
。

ま
た
、
今
回
の
視
察
で

は
茨
城
県
内
の
道
の
駅
３

か
所
を
見
学
し
、
魅
力
あ

る
道
の
駅
づ
く
り
を
勉
強

し
、飯
舘
村
に
戻
り
ま
し
た
。

▲農産物加工施設「工房Ｗｅ
ｍａｍ」を見学

▲スズランロードハウスの
生井様からの事業説明

▲ふるさと納税に出品してい
るサツマイモとマスカット

▲「苅部農園」での研修
農産者の声を聞きました

▲「はなまるBASE」鈴木様
からの事業説明
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総
務
文
教
常
任
委
員
会

は
11
月
１
日
に
、
産
業
厚

生
常
任
委
員
会
は
10
月
24

日
に
所
管
事
務
調
査
を
実

施
し
ま
し
た
。

●
調
査
事
項

・「
村
財
産
（
土
地
・
建
物

の
他
、
山
林
を
含
む
）」

の
状
況
と
今
後
の
利
活

用
に
つ
い
て

・「
未
登
記
公
有
地
」
の

●
調
査
事
項

・
有
害
鳥
獣
減
容
化
施
設

及
び
八
木
沢
養
豚
施
設

の
現
地
調
査
と
利
用
状

況
等
の
聞
き
取
り
調
査

・
小
宮
地
区
産
業
団
地
の

現
地
調
査
及
び
事
業
の

進
捗
状
況
の
聞
き
取
り

調
査

●
所
見
等

・
減
容
化
施
設
で
の
作
業

手
順
を
確
認
す
る
講
習

会
を
年
一
回
は
実
施
し
、

安
全
管
理
を
徹
底
す
べ

き
で
あ
る
。
ま
た
骨
な

ど
の
残
渣
の
処
理
が
課

題
で
あ
る
。

・
養
豚
施
設
の
糞
尿
等
の

汚
染
や
排
水
管
理
の
調

査
を
徹
底
す
る
よ
う
に

望
む
。

・
豚
肉
の
ブ
ラ
ン
ド
化
や

加
工
品
製
造
を
検
討

し
、
道
の
駅
で
の
販
売

や
ふ
る
さ
と
納
税
の
返

礼
品
等
へ
の
活
用
も
検

討
す
べ
き
で
あ
る
。

発
行
責
任
者

議

長

髙
橋

孝
雄

編

集

広
報
編
集
特
別
委
員
会

委
員
長

佐
藤

健
太

副
委
員
長

佐
藤

眞
弘

委

員

佐
藤

一
郎

〃　
　

横
山

秀
人

〃　
　

花
井　
　

茂

〃　
　

飯
畑

秀
夫

《
10
月
》

24
日

・
産
業
厚
生
常
任
委
員
会

（
所
管
事
務
調
査
）

25
日

・
町
村
議
会
議
員
研
修
会

（
郡
山
市
）

29
日

・
相
馬
地
方
町
村
議
会
議

員
・
幹
部
職
員
合
同
研

修
会
（
南
相
馬
市
）

《
11
月
》

１
日

・
総
務
文
教
常
任
委
員
会

（
所
管
事
務
調
査
）

13
日

・
町
村
議
会
議
長
全
国
大

会
・
全
国
研
修
会

（
東
京
都
）

21
日~

22
日

・
飯
舘
村
議
会
議
員
視
察

研
修（

茨
城
県
下
妻
市
他
）

《
12
月
》

２
日

・
全
員
協
議
会

・
第
６
回
定
例
会
開
会

・
各
常
任
委
員
会

10
日~

11
日

・
第
６
回
定
例
会
一
般
質
問

11
日

・
全
員
協
議
会

・
議
会
運
営
委
員
会

13
日

・
全
員
協
議
会

・
第
６
回
定
例
会
議
案
審

議
・
閉
会

・
広
報
編
集
特
別
委
員
会

18

議
会
の
主
な
動
き
（
10
～
12
月
）

12
月
の
定
例
会
で
は
、

村
議
会
と
し
て
村
民
の
皆

さ
ま
の
安
全
・
安
心
を
守

り
抜
く
覚
悟
を
も
っ
て
一

般
質
問
で
行
政
と
議
論
を

致
し
ま
し
た
。

村
も
創
造
的
復
興
に
向

け
て
努
力
し
て
お
り
ま
す

が
、
ま
だ
ま
だ
道
半
ば
で

す
。
復
興
に
は
皆
様
方
の

力
が
必
要
で
す
の
で
ご
協

力
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。

議
会
議
員
も
気
を
引
き

締
め
て
行
政
の
監
視
・
創

造
的
復
興
に
む
け
て
努
力

し
て
ま
い
り
ま
す
。

編
集
後
記

常
任
委
員
会の活

動

総
務
文
教
常
任
委
員
会

産
業
厚
生
常
任
委
員
会

実
態
と
進
捗
状
況
、
見

通
し
に
つ
い
て

●
所
見
等

・
村
所
有
の
土
地
や
建
物

は
、
現
状
を
し
っ
か
り

把
握
し
た
う
え
で
、
利

活
用
を
含
め
た
見
通
し

を
示
す
べ
き
で
あ
る
。

・
将
来
の
村
と
し
て
の
財

産
を
考
え
、
維
持
管
理

費
が
ど
れ
ほ
ど
掛
か
る

か
、
使
用
目
的
が
な
け

れ
ば
、
計
画
的
に
取
り

壊
す
べ
き
で
あ
る
。

・
未
登
記
公
有
地
の
登
記

は
引
き
続
き
計
画
的
に

進
め
る
べ
き
で
あ
る
。

・
登
記
事
項
の
流
れ
を
周

知
し
、
協
力
体
制
を
構

築
す
べ
き
で
あ
る
。

▲総務文教常任委員会聞き取り調査の様子

・
小
宮
産
業
団
地
に
つ
い

て
は
、
大
型
車
の
通
行

に
際
し
道
路
の
拡
張
等

の
対
策
を
講
じ
る
こ

と
。
ま
た
雨
水
処
理
対

策
や
火
災
発
生
時
の
対

策
も
講
じ
る
こ
と
。

▲産業厚生常任委員会小宮産業団地予定地調査 ▲産業厚生常任委員会有害鳥獣減容化施設調査




